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 昨日より令和６年度がスタートいたしました。立派な体育館で私を含めた転入職員６名の

着任式を行いました。転入職員の自己紹介の際にそれぞれの職員から島の方々が温かく自分

たちを迎え入れていただいたことに対する感謝の言葉が述べられていました。その後、始業

式を行いました。今年度は、３年ぶりの転入児童２名（２年生１名、４年生１名）を迎える

とともに１０日（水）に入学する新 1年生 1名を加えて、全校児童生徒１３名でのスタート

となります。始業式の後に９年生の生徒から「校長先生、この校舎で勉強できるのもあと１

年しかないです」という言葉が印象的でした。また、「夢の実現 １５の春」を改めて意識

した瞬間でした。今年度はスタートからすべての制限がなくなり、以前の学校生活に戻って

おります。これまで築き上げてきた教育実践を継承するとともにさらに磨きをかけてまいり

ますので、ご理解とご協力をどうぞよろしくお願いします。 

校長講話 令和６年 スローガン POWER
パ ワ ー

 UP
アップ

 ～もっと強く～ 

皆さん、令和６年のスローガンは「POWER UP ～もっと強く！～」ですね。パワーア

ップと言われて、どのような力を伸ばしていけば良いかイメージできますか。いろいろ

な力があると思いますが、私としては、ぜひ、「未来を自分で切り開いていく力」を伸ば

してほしいと思います。 

令和５年度の３学期に松尾校長先生からお話があったようにこれからの１０年後、２

０年後の未来社会は、誰も予想ができないほど大きく変わるといわれています。その変

化にしっかりと対応するためには、心と体をたくましくすることが必要です。心と体を

たくましくするには、４つの力が必要だと私は、思っています。今日は、そのうちの１つ

である「周りの人にかかわる力」についてお話します。 

私は、先月初めて黒島小中学校を訪ねました。その際に、児童のみなさんが校長室に

訪れ、「校長先生遊んでくれませんか」と誘っていただきました。そのとき、「黒島の子供

たちは、とてもかわいい」と思いましたし、初めて会う私を受け入れてくれてとっても

うれしい気持ちになりました。 

初めて会う人にも親しみをもってかかわろうとする力は、黒島小中学校の皆さんの強

みです。ぜひ、いろいろな場面で生かしてほしいと思います。  

３月には、お友達や先生方とのお別れがありました。今日からは、新しいお友達や先

生方と出会い、いっしょに学習することになります。 

ぜひ、初めて私と出会ったときのように、 

日頃から「自分から笑顔であいさつをしてみましょう」 

また、「周りの人の良いところ見つけみましょう」 

素敵なところが見つかったら「その人に素敵なところを自分の言葉で伝えてみましょう」

これら３つのことを心がけることで周りの人とかかわる力がパワーアップし、自分の未

来を切り開く力が伸びていきます。ぜひ、校長室前に掲示していますので意識してくれ

るとうれしいです。（始業式講話一部） 



 


